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編集後記

１０月からの長崎県平戸城改修

工事にともない、所蔵品の返還

が行われたということで、所有者

の方から「よかったら貴社で所蔵

していただけないでしょうか？」との

申し出がありました。「らんびき」を

銘柄にしている当蔵に引き取って

もらったほうが何かの役にたてるの

ではというご厚意によるものでした。

唐津焼ということですが、装飾的

なものはほとんど無く、シンプルで

実用的な構造をしていました。

これまで、当蔵で復元したものやレ

プリカ品は手にしたことがありまし

たが、今回の「蘭引」は、実際に
ら ん び き

昔使用されていた風情を感じさ

せるとても貴重な一品です。

モロミ（発酵液）を入れ加熱する

最下段の部分は残念ながらつい

ていませんでしたが、モロミをはった

鉄製の和釜の上に置いて使用し

たものではないかと思われます。

おそらく江戸時代、どのような人物

が使用し、どのような味がしたのか？

想像は膨らむばかりです。これか

らしばらくの間は、直売店「アランビッ

ク」に展示していますので、ご興味

のある方は是非ご覧ください。

麻氏良山には小学校の頃、誰と登っ
たのか忘れましたが、登山道の風
景はよく覚えています。黒田家の
家臣・栗山善助の居城があった山
としても知られていますが、「ｻﾞ・
ﾏﾃﾞﾗ」の著者上崎氏によると、は
るか古代にこの山に着いたのは、
物部氏族であり、そのルーツは遠
く地中海から鉄の製造技術を携え
て渡来した一族にあるという。縄
文時代から弥生時代へかけてこの
地にも様々な国から民族が渡来し、
多くの争いの歴史も見られますが、
やがては神道派の物部氏VS崇仏派
の蘇我氏の争いを経て誕生した神
仏習合という考え方など… 時代
を遡ってみると多様な民族が交わ
り今日まで日本人らしさは育まれ
てきたんだということを感じます。

ゑびす酒造 5代目 田中健太郎

直売店担当の田中優子です。

お店には当蔵熟成焼酎の試飲コー

ナーがあり、飲み比べてみて選ぶこと

ができます。また、焼酎をお求めでな

いお客様にも楽しんでいただけるよう

に地元の陶器（小石原焼）や手ぬぐ

いはんかち、飾り雑貨などを揃えてい

ます。そして、店内に「梅酒用35度」

で漬けた梅酒をディスプレイしていま

すが、この焼酎が絶品でオススメで

す！ 本格焼酎ですので、そのままでも

美味しく、梅以外の果実も色々と漬

けられます。 私はこれまでに、梅酒、

キウイ酒、珈琲酒、地元特産の柿酒

などを作りました。意外と簡単で美味

しい果実酒ができますので、ご興味

のある方はぜひお試しくださいませ。

オリジナル果実酒作りに挑戦されて

みてはいかがですか？

地元探訪

ザ・マデラ 上崎收 著

朝倉市杷木にある麻氏良山がタイ
ま で ら さ ん

トルになった小説をご紹介します。 日

田市から有明海に注ぐ筑後川の流

域を舞台に繰り広げられる時空を越

えた旅。登場する歴史上の人物や

旧跡はもちろん、原鶴温泉にある某

旅館も実名で登場するなど、史実を

背景にした冒険にぐいぐいと引き込

まれてしまいます。最後の場面では、

人生とは何かについて深く考えさせら

れます。この本を読んで朝倉市を訪

れると楽しさ倍増するはずです。
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